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　９月25日、2千年の歴史を刻む県無形民俗文化財 唐戸山神事相撲が、唐戸山相撲場で３年ぶ
りに行われました。
　相撲好きであったといわれる羽咋神社の祭神・磐

いわ

衝
つく

別
わけの

命
みこと

の遺徳をしのんで、命日である９月
25日に行われている相撲で、当日は、かがり火がたかれた土俵で、“水なし、塩なし、まったなし”
の古式にのっとり、力士が土俵で激しくぶつかり合い、詰めかけた多くのファンを沸かせました。
　大関を決する“奥弓”の結びの一番では、習わしどおり両者同体で引き分けとなり、2人とも新
大関の座を獲得しました。（羽咋市）

「唐戸山神事相撲　3年ぶりの開催」「唐戸山神事相撲　3年ぶりの開催」



原子力発電の燃料と核分裂
①
原げ
ん
し子
っ
て
な
に
？

　

発
電
の
方
法
に
は
色
々
な
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
風

力
発
電
な
ら
風
の
力
、
火
力
発

電
な
ら
火
の
力
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
同
様
に
原
子
力
発
電
も

文
字
通
り
「
原
子
の
力
」
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

原
子
と
は
そ
れ
以
上
小
さ
く

分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
て

も
小
さ
な
粒
で
、
私
た
ち
の
身

の
回
り
に
あ
る
も
の
は
す
べ
て

こ
の
原
子
の
組
み
合
わ
せ
で
、

で
き
て
い
ま
す
。
大
き
さ
を
例

え
る
な
ら
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
原

子
と
す
る
と
ピ
ン
ポ
ン
玉
と
地

球
の
大
き
さ
を
比
べ
る
の
と
ほ

ぼ
同
じ
割
合
と
な
り
ま
す
。

②
核か

く
ぶ
ん
れ
つ

分
裂
っ
て
な
に
？

　

原
子
の
中
心
に
は
原
子
核
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
原
子
力
発

電
は
「
ウ
ラ
ン
」
と
い
う
物
質

の
原
子
核
が
２
つ
に
分
か
れ
る

「
核
分
裂
」と
い
う
反
応
を
起
こ

す
際
に
出
す
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ラ

ン
に
は
核
分
裂
し
や
す
い
ウ
ラ

ン
２
３
５
と
核
分
裂
し
に
く
い

２
３
８
と
が
あ
り
ま
す
。

図
の
番
号
の
説
明

①
ウ
ラ
ン
２
３
５
の
原
子
核
に
中
性
子
が
あ

　

た
る
。

　
　
　
　
　
　
　

⬅

②
核
分
裂
が
起
こ
り
同
時
に
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

と
２
〜
３
個
の
中
性
子
が
発
生
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

⬅

③
発
生
し
た
２
〜
３
個
の
中
性
子
が
別
の
ウ

　

ラ
ン
２
３
５
を
核
分
裂
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

⬅

こ
の
一
連
の
流
れ
を
核
分
裂
の
連れ
ん
さ鎖

反は
ん
の
う応

と

い
い
、
こ
の
反
応
が
一
定
の
割
合
で
起
き
て

い
る
状
態
を
「
臨り
ん
か
い界

」と
い
う
。

電子 陽子 中性子

原子核

アースパパ
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③
原
子
燃
料
の
加
工

　

ウ
ラ
ン
は
自
然
界
に
あ
る
状

態（
天
然
ウ
ラ
ン
）で
は
ウ
ラ
ン

２
３
５
の
濃
度
が
0.7
％
と
低

く
、
原
子
力
発
電
の
燃
料
と
し

て
使
う
に
は
適
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
ウ
ラ
ン
２
３
５

の
濃
度
を
３
〜
５
％
程
度
ま
で

濃
縮
し
、
円
柱
形
に
焼
き
固
め

た
「
ペ
レ
ッ
ト
」
に
加
工
し
ま

す
。
ペ
レ
ッ
ト
は
長
さ
４
ｍ
程

の
金
属
製
の
さ
や
に
詰
め
て
燃

料
棒
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
数

十
本
か
ら
数
百
本
束
ね
燃
料
集

合
体
と
し
た
も
の
が
原
子
力
発

電
所
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

④
原
子
燃
料
の
使
用

　

燃
料
集
合
体
は
、
原
子
炉
圧

力
容
器
の
中
に
装
荷
さ
れ
使
用

さ
れ
ま
す
。
燃
料
集
合
体
の
大

き
さ
や
装
荷
さ
れ
る
数
は
、
発

電
出
力
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
例
え
ば
志
賀
原
子
力

発
電
所
２
号
機
で
は
８
７
２
体

の
燃
料
集
合
体
が
装
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

３
年
ほ
ど
使
用
さ
れ
た
燃
料

は
、
ウ
ラ
ン
２
３
５
の
濃
度
が

１
％
程
度
ま
で
減
っ
て
核
分
裂

が
起
こ
り
に
く
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
定
期
検
査
の
と
き
に
３

分
の
１
か
ら
４
分
の
１
ず
つ
新

し
い
燃
料
に
交
換
さ
れ
ま
す
。

※
濃
縮（
の
う
し
ゅ
く
）
…
濃
度
を
高
め
る
こ
と

※
装
荷（
そ
う
か
）
…
原
子
炉
に
燃
料
を
い
れ
る
こ
と

※

※

約10mm

約10mm

  

循環水
ポンプ

２



電
源
別
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

　

発
電
方
法（
電
源
）に
は
、
原
子
力
、
火
力
、

水
力
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
風
力
、
太

陽
光
、
地
熱
） 発
電
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

前
回
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
火
力
発
電
は

石
炭
や
石
油
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
天
然
ガ
ス
）と
い
っ

た
化
石
燃
料
を
燃
や
す
こ
と
で
発
電
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
燃
料
を
燃
や
す
際
に
は
地
球

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が

　
　
　
　
　
　

少
な
い
発
電
方
法

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
！

温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
た

く
さ
ん
発
生
し
ま
す
。（
図
１
ピ
ン
ク
色
部
）

　

一
方
、
そ
の
他
の
発
電
方
法
で
は
、
設
備

の
建
設
や
燃
料
輸
送
・
精
製
・
運
用
等
の
際

に
温
室
効
果
ガ
ス
が
発
生
す
る
も
の
の
（
図

１
青
色
部
）、
そ
の
量
は
火
力
発
電
で
燃
料

を
燃
や
す
場
合
と
比
べ
る
と
少
な
い
た
め
、

地
球
温
暖
化
へ
の
影
響
が
小
さ
い
発
電
方
法

と
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　

日
本
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
活
用
し
て
い
く
こ
と
」、

　

前
回
の
原
子
力
な
あ
る
ほ
ど
教
室
で
は
、

地
球
温
暖
化
や
そ
の
原
因
で
あ
る
温
室
効
果

ガ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が
少
な
い
発
電
方
法

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※　

温
室
効
果
ガ
ス
を
で
き
る
限
り
低
減
し
、
排
出
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

分
に
つ
い
て
は
、
同
じ
量
を「
吸
収
」ま
た
は「
除
去
」す
る
こ
と
で
、
全

体
と
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
差
し
引
き
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
。

アースパパ

O
C
ル
ク
イ
サ
フ
イ
ラ
の
り
た
あ
h
W
k
1

2

量
出
排

発電
種類

1,000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

発電燃料燃焼

設備・運用

［g-CO2/kWh（送電端）］

※発電燃料の燃焼に加え、原料の採掘から発電設備等の建設・燃
料輸送・精製・運用・保守等のために消費される全てのエネル
ギーを対象としてCO2排出量を算出

※原子力については、現在計画中の使用済燃料国内再処理・プル
サーマル利用（1回リサイクルを前提）・高レベル放射性廃棄物
処分・発電所廃炉等を含めて算出したBWR（19g-CO2/kWh）
とPWR（20g-CO2/kWh）の結果を設備容量に基づき平均

79

864

943

123

476

599

98

376

474

43

695

738

38 26 19 13 11

図１　各種電源別のライフサイクルCO₂排出量　　出典：原子力・エネルギー図面集
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4

「
原
子
力
発
電
の
活
用
」、「
火

力
発
電
で
排
出
さ
れ
る
温
室

効
果
ガ
ス
を
削
減
さ
せ
る
こ

と
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
力
供
給
に
お
い

て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
少
な
く
す
る
こ
と
以
外

に
も
、
電
力
を
安
定
し
て
供

給
す
る
こ
と
や
、
な
る
べ
く

安
い
電
気
料
金
で
供
給
す
る

こ
と
な
ど
も
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
発
電
方
法
の
特
徴
を
踏

ま
え
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
活
用

し
て
い
く
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
」が
重
要
で
す
。

　

図
２
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
電

源
の
特
徴
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

アトモスくん

どの発電方法も長所と短所が

あって完璧な発電方法はないから、

ちょうどいい組み合わせで発電し

ていくことが将来のために大切な

んだね！

能登原子力センター能登原子力センターでで
新型コロナウイルス感染防止対策のうえ実施しました。

９月10日(土)

10月２日(日)　末坂シニアクラブ（中能登町） ８月25日(木)　高階放課後児童クラブ（七尾市）

志賀原バーチャル見学会 親子エネルギーバス

エネルギー科学館見学会



わ が 町トピックス
七
尾
市

志
賀
町

　

志
賀
町
の
四
季
を
通
じ
て
彩
り
を
添

え
る
風
景
や
、
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を

受
け
て
育
ま
れ
て
き
た
伝
統
文
化
、
慣

習
な
ど
を
描
い
た
『
志
賀
町
を
描
く
美

術
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
年

も
あ
り
ま
す
が
、
平
成
元
年
か
ら
開
催

さ
れ
今
年
で
33
回
目
に
な
り
ま
す
。
例

年
、
招
待
作
品
か
ら
一
般
作
品
ま
で
約

１
２
０
点
の
洋
画
・
日
本
画
・
水
墨
画
・

水
彩
画
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

志
賀
町
を
描
く
美
術
展

志
賀
町
を
描
く
美
術
展

第33回大賞作品
「静かなる終夏」　山田美智子 （羽咋市）

お問い合わせ　志賀町教育委員会生涯学習課
　　　　　　　TEL 0767-32-1111

石
川
県
七
尾
美
術
館

　

イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
開
催
さ
れ
る
児

童
書
専
門
見
本
市
「
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
チ
ル
ド
レ

ン
ズ
・
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
が
主
催
す
る
絵
本
原

画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧

会
で
す
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
絵
本
の
た
め

に
描
か
れ
た
５
枚
１
組
の
イ
ラ
ス
ト
を
審
査
す

る
も
の
で
、
出
版
経
験
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
平

等
に
審
査
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
登
竜
門
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
日
本
人
４
名
を
含
む
29
ヵ
国
78
人
の

作
家
が
入
選
し
ま
し
た
。
個
性
的
で
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
絵
本
原
画
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

会　

期

11
月
３
日
㈭
㈷
〜
12
月
11
日
㈰

　
　
　
　

※
会
期
中
無
休

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

※
入
館
は
閉
館
時
間
の
30
分
前
ま
で

観
覧
料

一
般
８
０
０
円
大
高
生
３
５
０
円

　
　
　
　

※
中
学
生
以
下
無
料

お
問
い
合
わ
せ　

石
川
県
七
尾
美
術
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
６
７-

53-

１
５
０
０

Ｈ
Ｐhttps://nanao-art-m

useum
.jp

「「
２
０
２
２
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

２
０
２
２
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

　
　
　

　
　
　

国
際
絵
本
原
画
展

国
際
絵
本
原
画
展
」」

石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館　

絵
本
の
じ
か
ん
〜
絵
本
で
感
じ
る
作
品
世
界
〜

　

絵
本
の
読
み
が
た
り
の
後
、
学
芸
員
と
一
緒

に
展
覧
会
を
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

日　

時

11
月
20
日
㈰　

午
後
２
時
〜

場　

所　

多
目
的
ラ
ウ
ン
ジ
、
展
示
室
内

参
加
費  

無
料（
要
当
日
観
覧
券
）

定　

員  

10
名
程
度（
ど
な
た
で
も
）

お
問
い
合
わ
せ　

石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
７
６
７-

84-

１
１
７
５

Ｈ
Ｐhttps://nanao-af.jp/glass/ 

会　

期

11
月
12
日
㈯
〜

　
　
　
　

令
和
５
年
２
月
12
日（
日
）
ま
で

　
　
　
　

※
休
館
日　

毎
月
第
３
火
曜
日

　
　
　
　

年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
１
日
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
（
12
月
か
ら
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

　
　
　
　

※
入
館
は
閉
館
時
間
の
30
分
前
ま
で

観
覧
料

高
校
生
以
上　

８
０
０
円

　
　
　
　

※
中
学
生
以
下
無
料

　
「
国
際
ガ
ラ
ス
展
・
金
沢
」
は
、
１
９
８
４

年
に
始
ま
り
、
１
９
８
８
年
に
は
国
際
公
募
展

へ
と
拡
充
し
、
本
展
で
15
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
回
も
厳
正
な
審
査
を
通
過
し
た
、
14
の
国
と

地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
53
点
の
入
賞
・
入
選
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

「
国
際
ガ
ラ
ス
展
・
金
沢
２
０
２
２

「
国
際
ガ
ラ
ス
展
・
金
沢
２
０
２
２

　

inin　

能
登
島

能
登
島
」」

大賞受賞作品
切々、憧憬／田中里姫

2022年

「黒ネコ、魚市場に行く」
ユ・チーチュン（台湾）

『金沢展』
会期：12月８日（木）～ 12月11日（日）
時間：午前９時30分～午後５時
　　　（入場は午後４時30分まで）　
　　　会期中無休
会場：石川県立美術館（無料）

『富来展』
会期：11月13日（日）～ 11月20日（日）
時間：午前９時～午後６時
会場：志賀町富来活性化センター（無料）

　　各行事につきましては、「お問い合わせ先」 にお尋ねください。 ５



羽
咋
市

　

イ
ン
ス
タ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
現
在
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、「
羽
咋
の
四
季
を
伝
え
る
写
真
」

　

あ
な
た
が
撮
影
し
た
羽
咋
の
四
季
を
、
指
定
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
を
つ
け
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
期
間
は
令
和
５
年

１
月
12
日
ま
で

　

コ
ン
テ
ス
ト
結
果
は
令

和
５
年
３
月
頃
発
表
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
者
に
は
、
羽
咋
市

の
特
産
品
を
始
め
と
す
る

素
敵
な
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
！

　

ひ
と
り
何
作
品
で
も
投
稿
可
能
で
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
投

稿
し
て
豪
華
賞
品
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ　

は
く
い
市
観
光
協
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
７-

22-

５
３
３
３

　

来
年
、
石
川
県
で
開
催
さ
れ
る
「
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
」

に
伴
い
、
羽
咋
市
で
は
現
在
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
万
葉
で
繋
ぐ
砂
の
芸
術
祭
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
３
カ
所
の
観
光
地
に
、来
年
の
本
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
で
あ
る
「
万
葉
集
」

を
テ
ー
マ
に
制
作
し
た
砂
像
ア
ー
ト
を
期
間
限
定
で
展
示
し
ま
す
。
砂
像
ク

リ
エ
イ
タ
ー
の
匠
の
技
が
凝
縮
さ
れ
た
砂
像
を
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
砂
像
を
巡
っ
て
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
応
募
で
き
る
、「
砂
像

de
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
！
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応

募
す
る
と
、
抽
選
で
20
名
の
方
に
「
羽
咋
の
お
い
し
い
」
が
味
わ
え
る
豪
華

賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

秋
空
の
下
、
万
葉
の
時
代
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
砂
の
芸
術
祭
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間　

現
在
開
催
中
〜
11
月
30
日（
水
）
ま
で　

砂
像
展
示
会
場　

①
氣
多
大
社　

②
能
登
千
里
浜
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス　

③
コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋　

お
問
い
合
わ
せ　

羽
咋
市
国
民
文
化
祭
推
進
室(

羽
咋
市
生
涯
学
習
課
内
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
７-

22-

９
３
３
１

羽
咋
ス
タ
イ
ル

羽
咋
ス
タ
イ
ル

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
２
開
催
中

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
２
開
催
中

「
万
葉
で
繋
ぐ
砂
の
芸
術
祭
」

「
万
葉
で
繋
ぐ
砂
の
芸
術
祭
」

砂
像
砂
像
dede
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中 応募方法

コンテスト概要
はこちら

（羽咋市HP）

コスモアイル羽咋 ※賞品画像はイメージです　

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
を
一
緒
に
考
え
よ
う

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ア
ー
ト
展
」

　

11
月
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
、

「
い
し
か
わ
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月
間
」
で
す
。

　

中
能
登
町
男
女
共
同
参
画
推
進
員
の
会
で

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
開
発
目
標
の
ゴ
ー
ル
５
の

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
」
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
取
組
み
を
推
進
し
、
事
業
の
一
環
と

し
て
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ア
ー
ト
展
」
を
開

催
し
ま
す
。
推
進
員
の
会
の
活
動
展
示
や
、
町

内
の
「
い
し
か
わ
男
女
共
同
参
画
宣
言
企
業
」

の
取
組
み
紹
介
な
ど
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

に
つ
い
て
、皆
様
の
思
い
を
募
集
し
、「
ア
ー
ト
」

と
い
う
形
に
し
て
展
示
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
１
日（
火)

〜
30
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　

休
館
日（
火
曜
・
祝
日
）
は
除
く

会　

場　

ふ
る
さ
と
創
修
館　

特
別
展
示
室

入
場
料　

無
料

主　

催　

中
能
登
町
男
女
共
同
参
画
推
進
員
の
会

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ア
ー
ト
展

イ
ベ
ン
ト
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　

〜
色
と
り
ど
り
の
魂
〜

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ア
ー
ト
展
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

【
第
１
部
】　

ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

【
第
２
部
】　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
（
書
道
家
）
桜
鱗　

氏

　
（
画　

家
）
た
け
お
ま
り
こ　

氏

　
（
ソ
ウ
ル
サ
ウ
ン
ド
ラ
イ
ア
ー
奏
者
）

　
　
　
　
　
　

き
た
む
ら
ゆ
か　

氏

　

ア
ー
ト
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ぜ

ひ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
20
日（
日
）
午
後
２
時
〜

会　

場　

ふ
る
さ
と
創
修
館　

２
階
視
聴
覚
室

定　

員　

30
名

入
場
料　

無
料

お
問
い
合
わ
せ

　

中
能
登
町
役
場　

企
画
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
７-

74-

２
８
０
６

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ィ
ー
ズ

ふるさと創修館

　新型コロナウイルス感染防止のため、開催が変更になることがあります。　　６

中
能
登
町
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Ⅰ 環境放射線監視（令和４年４月～６月)
1. 空間放射線
　石川県は志賀原子力発電所から30kmの範囲に24局の
環境放射線観測局を設置しています。また発電所では７
局のモニタリングポストを設置しています。
　各観測局、モニタリングポストでは、空間の放射線量が
１時間あたりどのくらいかを連続して測定しています。
　各地点の測定結果は、次のとおりであり、発電
所に起因する影響は認められませんでした。

■ 測定結果

（グラフの見方）
今回の測定値の範囲今回の平均値

過去３年間の測定値の範囲

※　空間放射線の測定値の単位として、グレイ（Gｙ）／時が用いられます。
　　マイクロ（μ）は100万分の１を示します。
　　１ マイクログレイ（μGｙ）／時＝100万分の１グレイ（Gｙ）／時

環境放射線観測局
（門前局：輪島市（地図下線））
空間放射線や風向、風速などを
測定しています。

■ 発電所モニタリングポスト（北陸電力㈱設置）

発電所周辺拡大図

（参考） 排気筒・排水ピットの計数率
　　　　　 （令和４年４月～６月） (単位 : cps)

１号機 ２号機
排気筒
モニタ

排水ピット
モニタ

排気筒
モニタ

排水ピット
モニタ

今回の測定値 ４ 10～11 ４～５ 12～13

過去の測定値 ４～５ 10～13 ４～６ 11～14

※計数率（cps）は、１秒間に計測された放射線の数を表しています。

　石川県、志賀町及び北陸電力㈱は、発電所周辺の環境放射線監視及び温排水影響調査を実施しています。
　今回は、令和４年４月～６月の環境放射線監視結果「令和４年度 第１報」及び令和３年度冬季の温排水
影響調査結果「令和３年度 第４報（冬季)」の概要をお知らせします。
　環境放射線監視結果については、志賀原子力発電所に起因する環境への影響は認められませんでした。
　温排水影響調査結果については、全体として大きな変化は認められませんでした。

■ 環境放射線観測局（石川県設置）

※　空間放射線の測定値は、通常、宇宙や地面などからの自然放射線によるも 
　　のであり、0.020～0.100マイクログレイ（μGｙ）／時 程度です。
　　日常よく見られる変動は、降雨による線量率の上昇であり、0.100～0.200
　　マイクログレイ（μGｙ）／時 程度となることがあります。

MP－1は平成30年８月31日に故障し、令和元年６月12日に復旧しましたが、復旧に伴いモニ
タリングポストの周辺環境が変化したため、過去の測定値の範囲については記載していません。

※1※1

※1※1
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志賀原子力発電所周辺の
環境放射線監視結果及び温排水影響調査結果

７



陸
上
試
料

降 下 物 ベクレル/平方メートル･月

大気浮遊じん ミリベクレル/立方メートル

陸 水 ミリベクレル/リットル

土 壌 ベクレル/キログラム乾土

松 葉 ベクレル/キログラム生

牛 乳 ベクレル/リットル

地域特産物 ベクレル/キログラム生

海
洋
試
料

海 水 ミリベクレル/リットル

海 底 土 ベクレル/キログラム乾土

藻 類 ベクレル/キログラム生

貝 類 ベクレル/キログラム生

魚 類 ベクレル/キログラム生

2. 環境試料中の放射能
　農畜産物、海産物、水道水などの試料を採取し、これらに含まれる放射性物質（セシウム137、ストロンチウ
ム90、トリチウムなど）の濃度を測定しています。いずれも過去の測定値と同様に低い値でした。

陸
上
試
料
陸 水 ベクレル/リットル

海
洋
試
料
海 水 ベクレル/リットル

0.01(単位) 0.1 1 10 100 1000

※ 試料採取期間　令和４年４月～６月

※ 試料採取期間　令和４年２月～３月

※ 試料採取期間　令和４年４月～５月

【トリチウム】

■ 測定結果■ 環境試料採取地点(石川県 令和４年度分)

（参考）志賀原子力発電所の運転状況
（令和４年４月～６月）

調査期間中は、１号機、２号機とも
運転停止中でした。

今回検出されず

今回検出されず

0.01(単位) 0.1 1 10 100 1000【セシウム137 】

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

今回検出されず

環境試料

指標植物（松葉）　 地域特産物（アスパラガス）

⬇ ⬇

▲

過去の測定値の範囲 (福島
第一原子力発電所事故以前）
※これまで検出されていない
　場合、表示されていません。

（グラフの見方）
今回の測定値検出目標レベル

陸
水
試
料

土 壌 ベクレル/キログラム乾土

牛 乳 ベクレル/リットル
海
洋
試
料
海 底 土 ベクレル/キログラム乾土

0.01(単位) 0.1 1 10 100 1000【ストロンチウム90】

今回検出されず

今回検出されず

あともす読者からの質問に答えます

県環境放射線観測局
（24地点）

県簡易局
（71地点）

北陸電力㈱モニタリングポスト
（７地点）

８

　環境放射線の値が周辺自治体より発電所の方が低いのはなぜ
ですか？
　志賀町及び周辺自治体にある県環境放射線観測局や県簡易局では、測定装置が地上に直接設置され
ているのに対して、発電所敷地内の北陸電力㈱モニタリングポストでは、観測用局舎の屋上に設置さ
れており、地表からの放射線が局舎によってさえぎられるため、発電所の方が低い結果となっています。
　県は地表からの放射線も含めた環境中の放射線量の測定を行っているのに対し、北陸電力㈱は事故
等により主に排気筒から放射性物質が放出された場合の影響を見ることを目的に測定を行っています。

　※2015年７月号参照

Ｑ
Ａ



過去の当季最小値

今季の最小値 今季の最大値

過去の当季最大値

以上の内容は、石川県原子力安全対策室ホームページ（https://atom.pref.ishikawa.lg.jp/box/onhaisui.html)でも見ることができます。

●：水質調査地点　　―：サザエ生息調査測線

■ 調査結果　（単位 ： mg／ℓ　ただし塩分を除く）

■ 調査結果　（水深１ｍの水温分布）　単位：℃

■ 調査地点 ■ 調査結果

　<調査結果の概要>
　水　温　調　査：これまでの冬季調査結果と比較すると、平均水温、平均塩分とも過去の範囲にありました。

同一水深層での温度差は0.2 ～ 0.6℃、塩分差は0.1 ～ 0.5でした。鉛直的には、上下層間
の差は、水温はやや大きく、塩分は午前はやや多く、午後は小さかったです。

　水質・底質調査：これまでの冬季調査結果と比較すると、水質はほぼ同程度、底質は同程度でした。
　海　生　生　物　調　査：これまでの冬季調査結果と比較すると、いずれの項目も出現状況はほぼ同程度でした。

Ⅱ 温排水影響調査(令和３年度冬季)
1. 水温調査(調査日:令和４年３月17日) 

2. 水質調査(採水日:令和４年３月16、17日) 

〈温排水の状況〉

今回は、１号機、２号機とも
運転停止中であり、温排水は
放水されていませんでした。

※　■は１号機の放水口位置、■は２号機の放水口位置、・は水温調査地点を示す。
動物プランクトンの採取

3. 海生生物調査(令和４年３月16、17、18、20、21、22、23日)

調査測線 水深
(ｍ)

調査面積
(㎡ )

調査結果
(平均個体数/25㎡ )

過去の調査結果
平成15～令和２年度
(平均個体数/25㎡ )

Ｌ１ ３～ 20 125 18.6 3.0 ～14.6 
Ｌ２ ３～ 20 125 21.4 6.2 ～23.4 
Ｌ３ ３～ 20 125 11.6 3.8 ～16.8 
Ｌ４ 15 ～ 20  50 2.5 0.5 ～ 4.5 
Ｌ５ ３～ 20 125 16.2 4.4 ～19.4 
Ｌ６ ３～ 20 125 10.8 3.8 ～26.6 
Ｌ７ ３～ 20 125 16.6 8.0 ～33.4 

（グラフの見方）

※過去の当季最小値及び最大値は、平成15年度～令和２年度
　までの調査結果です。

27 29 　 　 3331 35

0.0
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11

5.0
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※ＣＯＤ：化学的酸素要求量（Chemical Oxygen Demand）
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　海生生物調査では、潮間帯生物、底生生物、卵・稚仔及びプランクトンについて調べています。
　ここでは、そのうち底生生物のサザエの生息調査についてご紹介します。

■ ■

流況:南流⬅水深１ｍ　午前
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は
連
鎖
的
に
増
え
て
い
っ
た
。
中
能
登
町
ふ

る
さ
と
創
修
館（
一
青
）の
庭
に
建
つ
記
念
碑

は
、
大
阪
で
結
成
さ
れ
た
旧
鳥
屋
町
ゆ
か
り

の
同
郷
者
集
団（
一
五
団
体
）に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
も
の
で
、
彼
ら
は
銭
湯
経
営
や
豆
腐

製
造
業
者
ら
が
中
心
で
あ
る（
図
１
）。

（
二
）鳥
屋
地
区
出
身
の
先
駆
者

　
　

細
川
仙
之
助

　

こ
の
記
念
碑
裏
面
に
刻
ま
れ
た
筆
頭
団

体
・
能
友
会
は
、
大
正
六
年
の
創
設
で
、
後

に
会
長
は
大
阪
能
登
互
助
会
二
一
団
体
の
会

長
職
も
兼
任
し
た
。
能
友
会
の
創
設
者
は
、

豆
腐
製
造
業
で
成
功
し
た
一
青
出
身
の
細
川

仙
之
助
で
、
仙
之
助
は
明
治
二
八
年
一
〇
歳

で
大
阪
へ
出
て
、
二
一
歳
で
豆
腐
製
造
業
を

始
め
た
。
仙
之
助
の
支
援
に
よ
っ
て
鳥
屋
地

区
出
身
者
は
豆
腐
製
造
業
や
銭
湯
業
を
営

み
、
団
体
会
員
数
は
年
々
増
し
て
い
っ
た
。

昭
和
八
年
に
は
地
元
一
青
の
松
尾
神

社
に
、
仙
之
助
の
顕
彰
碑
が
建
立
さ

れ
た（
図
２
）。
顕
彰
碑
の
銘
板
に
は

大
阪
能
友
会
一
〇
四
名
が
記
さ
れ
て

い
る
。
他
に
こ
れ
よ
り
以
前
の
大
正

九
年
建
立
の
鳥
屋
比
古
神
社
鳥
居

（
羽
坂
）は
、
仙
之
助
と
大
阪
で
銭
湯

業
を
営
む
角
屋
増
太
郎
（
大
阪
東
成

区
岡
之
町
・
猪
飼
野
湯
）
と
岡
田
幸

吉
（
大
阪
市
東
小
橋
町
・
小
橋
湯
）、

細
川
兵
一
が
寄
進
し
て
い
る
。

（
三
）先
駆
者
に
続
く
人
々

　

細
川
仙
之
助
に
続
く
人
物
と
し
て
、
花
見

月
出
身
の
中
蔵
吉
三
が
お
り
、
大
阪
の
同
郷

者
集
団
に
と
っ
て
大
き
な
存
在
と
な
っ
た

（
図
３
）。吉
三
は
大
正
三
年
に
大
阪
へ
出
て
、

豆
腐
製
造
業
を
営
み
、
同
一
五
年
に
銭
湯
を

創
業
し
た
。
昭
和
一
〇
年
に
は
同
郷
者
集
団

の
互
助
会
「
花
友
会
」
を
設
立
し
、
同
一
八

年
に
大
阪
府
浴
場
連
合
会
評
議
員
と
な
っ

た
。
吉
三
に
続
き
、
同
じ
く
花
見
月
出
身
の

酒
道
勇
太
郎
も
大
阪
の
銭
湯
経
営
で
成
功
し

た
。
昭
和
九
年
四
〇
歳
で
銭
湯
経
営
を
本
格

化
さ
せ
、
地
元
と
大
阪
を
行
き
来
し
た
。
勇

太
郎
は
花
友
会
副
会
長
を
務
め
、
地
元
の
鳥

屋
公
民
館
や
学
校
な
ど
に
多
額
の
寄
付
を
行

い
、
相
馬
村
の
鳥
屋
町
合
併
に
も
尽
力
し
た

と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
鳥
屋
地
区
出
身
の
人
々
は
、

主
に
大
阪
を
拠
点
に
銭
湯
業
を
営
み
、
昭
和

期
に
お
い
て
新
た
な
同
郷
者
集
団
を
生
み
続

け
た
の
で
あ
る
。（
文
責　

道
下
勝
太
）

〔
参
考
文
献
〕
道
下
勝
太
「
中
能
登
町
出
身
の
銭
湯

経
営
者
に
つ
い
て
」『
加
能
地
域
史 

第
八
〇
号
』

二
〇
二
一
。

【
お
知
ら
せ
】
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
能
登
半
島
と
近
代
日

本
の
都
市
移
住
者
―
京
浜
地
域
の
銭
湯
経
営
者
を
中

心
に
―
」、
開
催
日
：
令
和
四
年
一
二
月
三
日（
土
）、

場
所
：
ラ
ピ
ア
鹿
島
（
鹿
島
郡
中
能
登
町
井
田
に

五
〇
）、
お
問
い
合
わ
せ
：
中
能
登
町
ふ
る
さ
と
創

修
館（
電
話
：
〇
七
六
七
―
七
四
―
二
七
三
五
）

中
能
登
町
ゆ
か
り
の

銭
湯
経
営
者
た
ち
（
そ
の
１
）

　

都
市
で
暮
ら
す
人
々
の
心
と
身
体
の
疲
れ

を
癒
し
て
く
れ
る「
銭
湯
」は
、
若
年
層
で
は

馴
染
み
の
薄
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

全
国
的
に
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
を
理

由
に
著
し
く
銭
湯
が
廃
業
し
、
さ
ら
に
昨
今

の
世
界
情
勢
で
燃
料
費
が
高
騰
し
追
い
打
ち

を
か
け
て
い
る
。

　

近
代
以
降
、
能
登
や
南
加
賀
地
方
出
身
者

の
多
く
が
関
東
や
関
西
へ
移
住
し
、
銭
湯
を

営
ん
で
い
た
こ
と
は
、
地
域
の
昔
話
と
し
て

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
能
登
地
方
で
は
、
都

市
へ
移
住
し
、
銭
湯
経
営
で
成
功
し
た
人
々

を
称
え
る
石
碑
や
彼
ら
が
地
元
の
神
社
に
寄

進
し
た
造
形
物
が
各
地
で
見
ら
れ
る
。
本
稿

は
、
中
能
登
町
の
中
で
も
鳥
屋
地
区
出
身
の

銭
湯
経
営
者
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）同
郷
者
集
団
の
結
束

　

関
東
・
関
西
で
銭
湯
業
を
営
む
人
々
は
、

親
睦
と
相
互
扶
助
を
目
的
に
同
郷
者
団
体
を

結
成
し
、
昭
和
戦
前
期
に
は
能
登
出
身
者
た

ち
で
結
成
さ
れ
た
団
体
は
、
当
地
で
の
業
界

団
体
の
筆
頭
と
も
な
り
、
都
会
の
人
々
の
生

活
を
支
え
た
。
故
郷
の
多
く
の
若
者
た
ち
は

都
会
の
親
族
や
知
人
を
頼
っ
て
一
人
前
の
銭

湯
経
営
者
を
目
指
し
、
同
郷
者
団
体
会
員
数

図１ 鳥屋町民憲章碑（昭和61年10月）裏面

図３ 中蔵吉三像と顕彰碑（花見月）
（昭和44年8月）

図２ 細川仙之助顕彰碑
（昭和８年11月）
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　ありがとうございました

　ご意見・ご感想がありましたら、自由にお書き下さい

あともす
クイズ答え：

アンケートにご協力ください
　　　11月号の『あともす』はいかがでしたか
　　　各記事について、あてはまる□に　をつけてください。

表　　紙

原子力なあるほど
教室

原子力発電の燃料
と核分裂

わが町トピックス
       

こんなことを
しました       

うら表紙
  

モニタリング

特別寄稿

□　とても良い　　　□　良い　　□　普通

□　あまり良くない　□　良くない　　

□　とてもためになった　□　ためになった　□　普通

□　あまりためにならない　□　ためにならない　　

□　とてもわかりやすい　　□　わかりやすい

□　普通　□　少しわかりにくい　□　わかりにくい

□　とても良い　　　□　良い　　□　普通

□　あまり良くない　□　良くない　

□　とても良い　　　□　良い　　□　普通

□　あまり良くない　□　良くない　

□　とても良い　　　□　良い　　□　普通

□　あまり良くない　□　良くない

□　とてもわかりやすい　　□　わかりやすい

□　普通　□　少しわかりにくい　□　わかりにくい

□　とてもおもしろい　　□　おもしろい

□　普通　□　あまりおもしろくない　□　おもしろくない

(Ｐ１)

(Ｐ３)

(Ｐ４)

(Ｐ５)

(Ｐ７)

(Ｐ10)

(チェック)


